
 

What’s New for 
Avid® Media Composer® v2024.6 

 

Media Composer v2024.6 の新機能 
以下の機能が追加されました。 

 文字起こしツール 

 サブクリップとグループクリップの文字起こし時にマスタークリップの文字起こしを

参照 

 ビン毎にクリップの文字起こしを管理 

 Pro Tools セッション（PTXM）を Media Composer にインポート 

 マーカーの色とフィールドを追加 

 ボリュームとパンをサブフレーム単位でオートメーション 

 OpenTimelineIO（OTIO）パブリックプレビュー・アップデート 

 Avid Huddle 

 

文字起こしツール 
文字起こしツールはインターフェースにドッキングでき、クリップの文字起こしに直接ア

クセスできます。[ツール] メニュー > [文字起こしツール] を選択してください。ツールを

開くと、その後新しいクリップがソースモニターに読み込まれるたびに、リアルタイムで

タイムコードと話者 ID がついた文字起こしを表示します。 

 
現在のところ、文字起こしツールは一度に一つだけ開けます。 

デフォルトでは、文字起こしツールはソースモニターのプレイカーソルと連動し、再生中

には現在の再生位置を太字の緑文字で表示します。文字起こしツールの中の文字をクリッ

クするとクリップの再生位置がその場所に移動し、文章を選択するとソースモニター内の

該当する位置に In/.Out 点がつきます。In/Out 点がついたら、インサート（V）またはオー



バーライト（B）を使ってシーケンスに編集できます。パネルの左下にあるギャングボタ

ンをクリックすると、文字を選択したときにソースモニターの再生位置を連動するかどう

かを切り替えられます。Off にすると文字を選択しても再生位置は変わりません。 

 
文字起こしツールでは、パネルの左下にある検索フィールドで、文字起こし内の言葉を検

索することもできます。検索フィールドの右横の矢印ボタンかショートカットを使うこと

で、次の言葉やフレーズに移動できます。 

ソースモニターで使用できるショートカットは、文字起こしツールでも使用できます。 

話者 ID の調整と変更 

Media Composer 2024.2 以降では、文字起こしをエクスポートするときに話者 ID がつけら

れます。文字起こしツールではこの話者 ID を表示することができ、さらに名前を変更す

ることもできます。 

話者 ID を変更するには、話者 ID をダブルクリックして新しい名前を入力してください。

話者 ID を右クリックすると「Identify Speaker」と「Correct Speaker ID」という 2 つのオプ

ションが表示されます。「Identify Speaker」を選択すると、そのプロジェクト内で以前に

認識された話者 ID が表示され、「Clear Name」または「Rename」を選択することで、話

者 ID をダブルクリックしたときと同じような挙動を選択できます。何人かが同時に話し

ていたり、声質を誤認識して間違った話者 ID を付加してしまっている場合には、

「Correct Speaker ID」で話者 ID を修正できます。話者が異なるのに同じ話者 ID がついて

いる場合には、「Add New Speaker」を選択して新しい ID を追加できます。 

 

サブクリップとグループクリップの文字起こし時に 
マスタークリップの文字起こしを参照 

Media Composer では、マスタークリップの文字起こしデータのみがデータベースに保

存されます。サブクリップやグループクリップの文字起こしを実行すると、マスター

クリップの文字起こしを参照するかどうかを尋ねられます。マスタークリップを参照

すると、改めて文字起こしする時間を節約できます。 

 



 
サブクリップの文字起こしをマスタークリップから参照した場合、グループクリップの文

字起こしで何らかの変更を行うと、マスタークリップにも変更が適用されます。 

グループクリップの文字起こしをマスタークリップから参照した場合、グループクリップ

の A1トラックの音を参照します。 

グループクリップの文字起こしが自動的にアップデートされない場合は、グループクリッ

プをソースモニターで開き直してください。 

サブクリップとグループクリップの参照設定 
サブクリップとグループクリップの参照の挙動を設定するには、以下の方法に従ってくだ

さい。 

サブクリップとマスタークリップの文字起こしをマスタークリップから参照するには: 

1. [ファイル] メニュー > [設定] > [プロジェクト] タブ > [Transcript] を開きます。 

 
2. [文字起こし] 設定ウインドウから[サブクリップ/グループクリップ] のプルダウンメニ

ューを開き、[マスタークリップの文字起こしを使用] を選択します。 



 
デフォルトは [尋ねる] です。 

 
サブクリップとマスタークリップの文字起こしをマスタークリップから参照させないようにする

には: 

1. [ファイル] メニュー > [設定] > [プロジェクト] タブ > [Transcript] を開きます。 

2. [文字起こし] 設定ウインドウから[サブクリップ/グループクリップ] のプルダウンメニ

ューを開き、[サブクリップまたはグループクリップを文字起こし] を選択します。 

このオプションが選択されていると、サブクリップやグループクリップの文字起こし

はマスタークリップとは独立した形で実行されます。 

 
マスタークリップが文字起こしされていない状態で [マスタークリップの文字起こしを使

用] を使用すると、マスタークリップを文字起こしします。 

 

ビン毎にクリップの文字起こしを管理 
デフォルトでは、Media Composer はプロジェクト内のすべてのメディアを対象に文字起

こしを実行します。しかし、音楽やエフェクト、オーディオが存在しないカメラメディア

等には、そもそも文字起こしは必要ありません。ビン毎に文字起こしの実行を設定するこ

とで、マシンのリソースを適切にコントロールできます。 

 
ビンを右クリック > [文字起こしインデクシングに含める] または [文字起こしインデクシ



ングから除外] を選択できるようになりました。インデクシングの状態は、ビンコンテナ

サイドバーの、各ビンの右横に[Transcription On] または [Transcription Off] と表示されま

す。 

 
また、[Transcript] 設定に[すべての新規ビンを文字起こしインデクシングに含める] という

オプションがあります。これをチェックしないと、すべての新規ビンはインデクシング対

象から除外されます。 

macOS Finderまたは Windows Explorerでプロジェクトフォルダーを移動した場合、インデ

クシングのステータスは一緒に移動しません。 

 

Pro Tools セッション（PTXM）を Media Composer に
インポート 

Pro Tools から、Media Composer にそのままインポートできるセッションファイルを作成

できるようになったことで、より早く、効率的な作業ができるようになりました。2 つの

アプリケーション間のデータ互換をより向上させるための、現在進行中の開発プロジェク

トの一環です。Pro Tools では、セッションは「Media Composer 互換セッション」として

保存でき、新しい拡張子「.ptxm」が付きます。 

PTXM ファイルは、ソースブラウザーから、ンポートすることもリンクすることもできま

す。または、ファイルをビンに直接ドラッグするとインポートされ、option +（macOS）/ 
Alt +（Windows）ドラッグするとリンクされます。PTXM のインポートとリンクの違い

は、メディアの扱われ方の違いです。PTXM をインポートすると、Media Creation 設定に

従い、Media Composer が管理するメディアとしてインポートされます。リンクすると、

ファイルは現在の場所から再生されます。PTXM ファイルをビンに取り込むと、シークエ

ンスが作成されます。 

PTXM ファイルには、以下のものは含まれません： 

 ビデオトラック 

 ベーシックフォルダー 

 MIDI トラック（別トラックにオーディオとして記録されている場合を除く） 

 VCA トラック（オートメーション情報は統合） 

 マスターフェーダー（レンダリングされた場合、すべてのバスに影響） 

 マーカー（レンダーの一部になっている場合を除く） 

音に関わるオーディオトラックではないトラック（Aug、ルーティング・フォルダー、イン

ストゥルメント等）はオーディオトラックに変換されます。 



現在のところ Media Composerは 32-bit フローティングメディアを管理できないため、リ

ンクされた 32-bit フローティングメディアを変換してコンソリデートすると、0dBスレッ

ショルドを超えたオーディオはクリップされます。この条件に合致するメディアはリンク

のままにしておくか、コンソリデートする前にクリップゲインを下げてください。 

 

マーカーの色とフィールドを追加 
Media Composer のマーカー色にパープル、バイオレット、ピンク、デニム、フォレス

ト、オレンジ、ゴールド、グレーが追加され、全 16 色になりました。また、[マーカー

名]  フィールドが [マーカー名] と [ユーザー] に分かれました。 

  

下位互換という意味では、XML 出力が最適です。以前のバージョンの Media Composer で
開いたときは、新しい色は以前の 8 色にマッピングされ、[ユーザー] の情報は[マーカー

名] に統合されます。TXT ファイルでエクスポートして以前のバージョンで読み込んだ場

合は、マーカー色はデフォルトの単色に置き換わり、[マーカー名] は無視されます。 

 



 

ボリュームとパンをサブフレーム単位で 
オートメーション 

ボリュームとパンのオートメーションがサブフレーム単位で記録できるようになりまし

た。より正確なオートメーションが記録でき、Pro Tools との互換性も高くなります。言

葉のトリミングや音楽編集においても、より正確な編集が実現できます。 

サブフレームオートメーションは、これまでのフレームベースのオートメーションと同じ

ようにトラックコントロールパネルからボリューム/パンをクリックすることで開始でき

ます。サブフレームでキーフレームをつけるには、Shift +Command + Option（macOS）ま

たは Shift + Ctrl + Alt（Windows）を押すと、「+」のついた手のアイコンが表示されま

す。この状態でフレーム間をクリックすると、キーフレームが付きます。Command + 
Option（macOS）または Ctrl + Alt（Windows）ドラッグするとキーフレームのタイミング

を左右に移動できます。Option（mac）または Alt（Windows）ドラッグすると、フレーム

の位置にスナップします。 

オーディオミキサーでつけたオートメーションはフレーム精度です。作成されたあと、サ

ブフレーム精度で修正することはできます。 

 

OpenTimelineIO（OTIO）パブリックプレビュー・ 
アップデート 

継続的な取り組みの一環として、Avid はオープン ソース コミュニティに参加し、ユーザ

ー向けに OpenTimelineIO (OTIO) 機能をサポートしています。EDL (Edit Decision List) と同

様に、OTIO は人間が読めるインターチェンジ・フォーマットで、マスター クリップの長

さとシーケンス内の配置を規定します。ただし、EDL とは異なり、OTIO ファイルには複

数のビデオ トラックとオーディオ トラックが含まれる場合があります。この形式は主

に、迅速なターンオーバーのために拡張可能で簡単に変換できるシステムを必要とする 
VFX およびオンライン ワークフローを対象としています。Media Composer から OTIO フ
ァイルをエクスポートする場合、ディゾルブなどの最も基本的なエフェクトのみが含まれ

ます。 

リンクファイルが含まれたシークエンスと、外部システムで作成され、インターリーブオ

ーディオファイルが含まれたメディアが含まれたシークエンスから OTIOをエクスポートす

ることはできません。 

OpenTimelineIO（OTIO）ファイルのエクスポート 
OpenTimelineIO（OTIO）ファイルはリストツールからエクスポートできます。 

OTIOファイルをエクスポートするには: 

1. シークエンスを選択し、[ツール] メニュー > [リストツール] を開きます。 

2. [リストツール] ウインドウの [出力フォーマット] ドロップダウンメニューを開き、

[OTIO] を選択します。 



 
3. [リストを保存] ボタンをクリックし、.otio ファイルを保存します。 

 

新規ユーザーには、「Default OpenTimelineIO」という新しいアクティブ設定オプション

が提供されます。現在のユーザー プロファイルでは、出力形式を OTIO に設定することで

これを作成できます。 

現在のところ、Media Composerで OTIOファイルをインポートすることはできません。 

 

Avid Huddle 
Media Composer | Enterprise と Media Composer | Ultimate、Avid | Edit on Demand で、[ツー

ル] メニューから Avid Huddle を使用できます。 

 
 

Avid Huddle のライセンスを取得し、Avid Link および MyAvid 経由で有効にすると、

Media Composer から出力された SRT ライブ ストリームを Microsoft Teams に直接送信でき

ます。Media Composer での作業をリモートで「肩越し（over-the-shoulder）」に表示する

ことにより、制作チームのメンバーは使い慣れた共同作業環境で進行中の作業を共有し、



リアルタイムのフィードバックを提供できます。 セッションの参加者は、高品質でフレ

ーム精度の高いビデオを表示するだけでなく、ビデオ上に注釈や描画を作成したり、特定

のタイムコードでコメントを追加したり、Media Composer でマーカーとして使用するた

めの TXT ファイルや PDF としてエクスポートしたりすることができます。 これには、タ

イムコードベースのコメントと描画のスクリーンキャプチャが含まれます。 セキュリテ

ィも優先事項であり、これらのユニークなトークン暗号化ストリームは傍受したり記録し

たりすることができず、そのデータはどこにも保存されません。セッションが終了する

と、メディアは残りません。 Avid Huddle のインストールと使用の詳細については、

『Avid Huddle Setup and User Guide』をご参照ください。 

 

映像を出力するエディターは（SRTプラグインの他に）Avid Huddleサービスのインストー

ルとライセンスが必要です。参加者には Microsoft Temas（Work or School edition）が必

要です。 
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